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１．はじめに

　　　 　壱岐市建設部建設課では、１級・２級・その他市道を合わせた3,927路線、総延長

約1,329ｋｍを管理しています。これまで、市道敷に存在する自然法面、構造物等に

ついては、道路パトロールや住民からの情報提供等により損傷等の異常を確認し、対

策を実施してきましたが、今後、さらに経年による老朽化等により、補修費の増加が

見込まれ、補修時期についても集中して発生することが予想されます。

　このようなことから、予防保全型の維持管理手法を取り入れた「壱岐市道路法面等

　 維持管理計画」を策定し、膨大な補修費の縮減・平準化を図るとともに、計画的な補

修を実施することにより、法面を良好に維持管理することで、生活基盤の充実した安

全で快適なまちづくりを目指します。

壱岐市道路法面等維持管理計画

２級市道加賀城線
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２．法面等の現状

法面等（自然法面、構造物等）の状態

　市道敷の自然法面、構造物等について、全箇所を調査することは時間、費用の面で

困難な状況であるため、主要道路（※）を対象とし、平成２５年度に道路ストック総

点検を実施しました。この調査は国土交通省が策定した総点検実施要領「道路法面工

・土工構造物編」に従い、道路利用者および第三者の被害を防止する観点から、法面

工・土工構造物の変状等の異常を把握することを目的として実施したものです。

　（※主要道路の定義は別に定めます。）

判定区分の目安

　判定区分の目安は下記のとおりです。

△
異常あり 異常の判定基準（第三者被害につながるおそれのある

もの）に該当していたが、たたき落とし等の応急的な
措置により第三者被害の可能性がなくなった場合。

（応急措置済み）

○ 異常なし
上記以外（第三者被害につながるおそれのない変状、
軽微な変状のあるものを含む）。

壱岐市道路法面等維持管理計画

2.1.

2.2.

判定区分 判定の内容

× 異常あり
異常の判定基準（第三者被害につながるおそれのある
もの）に該当する場合。
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　判定基準は下記のとおりです。

評価ランク及び評価指数

別添評価ランク及び評価指数一覧表のとおり。

カルバート

・壁面構成部材が破損・劣化し、部材の一部が落下す
るおそれのある箇所。具体的には、側壁や頂版の部材
の浮き・剥離・クラックや、付属物等を含む鋼部材の
著しい腐食・亀裂・破断・緩み・脱落等の見られるも
の。

2.3.

グラウンドアンカー工

・アンカー構成部材が破損・劣化し、部材の一部が落
下するおそれのある箇所。具体的には、躯体剥離部
分、壁面ブロック破損部の落下・防護壁基礎・笠コン
等の付帯構造物が破損により落下する恐れのあるも
の。

擁壁工

・壁面構成部材が破損・劣化し、部材の一部が落下す
るおそれのある箇所。具体的には、躯体剥離部分・壁
面ブロック破損部の落下・防護壁基礎・笠コン等の付
帯構造物が破損により落下するおそれのあるもの。

落石予防工および防護工

・構造物が倒壊・崩落するおそれのある箇所。具体的
には、部材の変形・傾動・著しい劣化損傷・目地部分
でのずれ等の見られるもの。
・部材等が落下するおそれのある箇所。具体的には、
コンクリート部材の浮き・剥離・クラックや付属物等
を含む鋼部材の著しい腐食、亀裂・破断、緩み、脱落
等の見られるもの。　　　　・落石予防工の対象岩体
が落下するおそれのある箇所。具体的には根固め材料
の崩壊や岩体基部の洗掘等が見られるもの。

壱岐市道路法面等維持管理計画

点検対象 第三者被害につながるおそれのあるもの

切土法面

・法面崩壊のおそれのある箇所。具体的には、法面の
はらみだし、傾動・段差・開口量（ずれ量）の大きな
クラック、目地の大きな開き・ずれ等が見られるも
の。
・吹付工等の構造物の一部が破損・劣化し、落下する
おそれのある箇所。具体的には、構造物の剝離・浮き
等が見られるもの。

盛土

・盛土の一部に崩壊等の変状が見られ、全体の崩壊の
おそれのある箇所。具体的には、路面に円弧状クラッ
クが発生しており（特に繰り返し補修している箇所は
要注意）、かつ法面・法尻部に崩壊、あるいは、湧水
を伴うはらみだしや軟弱化等の変状が見られるもの。
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判定結果

　令和５年度までに実施した法面定期点検の結果は下記のとおりです。

7

計 27 16 19 17 8 87

カルバート工 4 0 2 1 0

33

落石防護工 6 0 0 5 1 12

擁壁工 10 13 4 4 2

11

切土法面（構造物） 3 3 12 2 4 24

切土法面（自然斜面） 4 0 1 5 1

施設種別

構造物の判定

計
ランク１ ランク２ ランク３ ランク４ ランク５

カルバート工 3 1 3 7

計 15 12 60 87

擁壁工 8 2 23 33

落石防護工 4 2 6 12

切土法面（自然斜面） 0 4 7 11

切土法面（構造物） 0 3 21 24

施設種別

構造物の判定

計
異常なし

異常あり
（応急措置済み）

異常あり

壱岐市道路法面等維持管理計画

2.4.

（箇所数）
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○法面等の判定基準写真（参考例）

【ランク５】

変状が全体に見られ、早急な対策が必要である。

【ランク３】 【ランク４】

局所的に変状は見られるが、監視レベルで対応可能。 変状が局所的に見られ、対策が必要と判断される。

壱岐市道路法面等維持管理計画

【ランク１】 【ランク２】

第三者被害の恐れは無い。 局所的に変状が見られる。
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３．法面等維持管理の基本方針

法面等維持管理計画の基本方針

①壱岐市の実態に応じた計画的な維持管理の実施

　●計画的な事業実施を目指し、法面等の維持管理費の縮減・平準化を実現する維持

　　管理計画を策定します。

　●策定した管理計画に基づき、実施状況の評価や計画の見直しなど、PDCAサイク

　　ルにより継続的に運用し、必要に応じて計画を見直します。

②損傷を早期に把握するための定期的な巡回・調査と的確な補修の実施

　●道路施設の特性に応じた頻度や方法により、日常の道路巡回、定期的な調査を実

　　施し、損傷や補修の必要性を早期に把握します。

　●巡回・調査により把握した損傷について、その特徴や原因を評価し、的確な措置

　　を実施します。

 ③住民との協働による維持管理体制の構築

　●法面等の状態の確認など住民と協働した管理方法を検討します。（特に管理施設数

　　が多く定期的な点検が困難であるその他市道（生活道路）に存在する施設を対象と

　　します。

市道の分類

　交通量を考慮すると、全ての路線を一律の管理方針で管理することは効率的でない

ため、下記のとおり分類し、その分類に応じた管理方針を設定します。

グループ２ １級、２級市道で、グループ１に含まれる路線を除いた路線。

グループ３ その他の路線で、グループ１に含まれる路線を除いた路線。

3.2.

グループ グループの特性

グループ１
一般車両の往来が多く、大型車の混入も多いことが想定される路線および地域間
の道路網を形成している道路（主要道路）。第三者被害の可能性大。

壱岐市道路法面等維持管理計画

3.1.
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分類毎の管理基準

　分類毎の管理方針は以下の通りとします。

管理目標と路線種別毎の補修目安

　適切な維持管理を進めていくための取り組みとして、管理目標と法面等の特性に応じ

た管理方針を下記のとおり設定します。

○管理目標

○長期的目標

　　計画的な対策、予防補修、点検を実施し良好な法面等の状態（ランク５、４の箇所

　を０％）を確保します。

○短期的目標

　　平成２５年度に実施した道路ストック総点検によりランク５の判定となり早急な対

　策が必要となった箇所について、令和５年度までの１０年間で対策を完了します。ま

　た、ランク４の判定となった箇所については、その後の１０年間で対策を完了します。

3.4.

グループ１

評価ランクの高い箇所（ラ
ンク５、４）から順に対策
を実施。完了後、ランク３
以降の箇所を早めの補修に
より良好な道路環境の維持
に努める。

職員による定期的な巡回パ
トロールによる目視点検
※変状の進行が確認された
場合、その変状度合いに応
じて、外部委託による詳細
点検を実施。

5年に１回
全箇所を点検。

グループ２
安全面に支障とならない法
面等の状態を維持。

通勤、現場立会の機会による巡視や住民からの情報提
供による法面等の状況の把握。

グループ３
経済的対応を主として安全
性を確保。

　※ただし、施工に障害がある箇所は除きます。（文化財地区等）

路線種別
管理方針

管理方針 点検方法 点検頻度

壱岐市道路法面等維持管理計画

3.3.
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維持管理計画

　壱岐市における主要道路（グループ１に含まれる路線）に存在する法面等について、

維持管理計画を別紙のとおり定めます。グループ２以下の市道については、本計画で

は市道毎の維持管理計画の対象外とし、巡回や住民からの情報提供等により現場を確

認し、適宜対応していくものとします。

　また、本計画の計画期間は、管理する法面等の点検・修繕・改善サイクル等を勘案

した上で一定期間を確保する必要があることから、平成２８年度から令和７年度まで

の１０年間とします。

　なお、計画内容は、社会情勢の変化、国や県の維持管理施策の動向、各事業の進捗

事業等に応じ、概ね５年毎に見直しを行うものとします。

別紙「壱岐市道路法面等維持管理計画一覧表」参照

壱岐市道路法面等維持管理計画

3.5.
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5 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が範囲全体または顕著であり、早急に対策が必要と判断されるもの

4 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、浸食されやすい地質や集水地形等に該当し、対策が必要と判断されるもの

3
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、浸食されやすい地質や集水地形等に該当し、将来的に対策が必要と判断されるもの（当面は監視レベルで対応可
能なもの）

2 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められるが、浸食されやすい地質や集水地形でない等、当面は監視レベルで対応可能なもの

1 ・第三者被害につながるおそれのない変状、軽微な変状のあるもの 異常なし

5 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が範囲全体または顕著であり、早急に対策が必要と判断されるもの

4 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、岩盤特性（亀裂状況、流れ盤、風化具合等）に脆弱性が認められるもので、対策が必要と判断されるもの

3
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、岩盤特性（亀裂状況、流れ盤、風化具合等）に脆弱性が認められるもので、将来的に対策が必要と判断さ
れるもの（当面は監視レベルで対応可能なもの）

2
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められるが、岩盤特性（亀裂状況、流れ盤、風化具合等）に脆弱性が認められないもので、当面は監視レベルで対応可能
なもの

1 ・第三者被害につながるおそれのない変状、軽微な変状のあるもの 異常なし

5 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が範囲全体または顕著であり、早急に対策が必要と判断されるもの

4 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、供用期間が30年以上のもので、対策が必要と判断されるもの

3
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、供用期間が30年以上のもので、将来的に対策が必要と判断されるもの（当面は監視レベルで対応可能なも
の）

2 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められるが、供用期間が30年未満のもので、当面は監視レベルで対応可能なもの

1 ・第三者被害につながるおそれのない変状、軽微な変状のあるもの 異常なし

5 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が範囲全体または顕著であり、早急に対策が必要と判断されるもの

4 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、供用期間が30年以上のもので、対策が必要と判断されるもの

3
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、供用期間が30年以上のもので、将来的に対策が必要と判断されるもの（当面は監視レベルで対応可能なも
の）

2 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められるが、供用期間が30年未満のもので、当面は監視レベルで対応可能なもの

1 ・第三者被害につながるおそれのない変状、軽微な変状のあるもの 異常なし

5 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が範囲全体または顕著であり、早急に対策が必要と判断されるもの

4 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、落石発生源に明確な落石兆候が確認できるもので、対策が必要と判断されるもの

3
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、落石発生源に明確な落石兆候が確認できるもので、将来的に対策が必要と判断されるもの（当面は監視レ
ベルで対応可能なもの）

2 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められるが、落石発生源に明確な落石兆候が確認できないもので、当面は監視レベルで対応可能なもの

1 ・第三者被害につながるおそれのない変状、軽微な変状のあるもの 異常なし

5 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が範囲全体または顕著であり、早急に対策が必要と判断されるもの

4 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、供用期間が30年以上のもので、対策が必要と判断されるもの

3
・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められ、かつ、供用期間が30年以上のもので、将来的に対策が必要と判断されるもの（当面は監視レベルで対応可能なも
の）

2 ・第三者被害につながるおそれのあるような変状が局所的に認められるが、供用期間が30年未満のもので、当面は監視レベルで対応可能なもの

1 ・第三者被害につながるおそれのない変状、軽微な変状のあるもの 異常なし

異常あり

異常あり

落石防護工

カルバート工

地形
地質
変状規模
想定される災害規模

変状規模
岩盤特性
（亀裂状況、流れ盤、
風化）

変状規模
施工年度
（30年を目安）

変状規模
施工年度
（30年を目安）

変状規模
落石発生源の落石兆候

変状規模
（30年を目安）

擁壁工
異常あり

【評価ランクおよび評価指数】

切土法面
（自然斜面）

砂質土系
斜面

岩盤系
斜面

切土法面
（構造物）

異常あり

異常あり

異常あり

評価指標
評価

ランク
考慮すべき事項

点検実施要領
判定区分

点検対象



施設
整理番号

点検
結果

判定
結果

主な所見 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

１級 横山線 1 1 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市勝本町坂本触 0005G010 対策不要 × ブロック積擁壁には、目地部に開き（5cm）、ずれ（3cm）が発生。現時点においては、第三者被
害につながる恐れは比較的低いと考えられる。 1 H31 補修 点検 点検 ※災害復旧工事（H30）にて対策済

１級 横山線 1 2 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市勝本町坂本触 0005G020 対策不要 × ブロック積擁壁には、水平開口クラック（開口幅3～5mm）、垂直クラックが発生。現時点において
は、第三者被害につながる恐れは比較的低いと考えられる。 3 H31 点検 点検

１級 横山線 1 3 擁壁工 補強土壁工 長崎県壱岐市勝本町坂本触 0005F010 対策不要 ○ 補強土壁本体、盛土部及び道路部にも特に変状等は認められず、第三者被害につながる恐れはほどん
どないと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 横山線 1 4 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市勝本町勝本浦 該当なし ○ 落石防護柵工は、支柱、ワイヤー及び金網いずれも健全で、緩み等もなく、十分な機能を有してい
る。鋼材の落下等により第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 横山線 1 5 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市勝本町勝本浦 該当なし × ボックスカルバート部の頂版には、広範囲に亘り、コンクリート片の剥離が認められる。路面下の水
路カルバートであるため、直接の第三者被害につながる恐れは低いが、落盤につながる恐れあり。 1 H31 点検 点検 H27年度に対策済

１級 町ノ先線 2 6 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市勝本町仲触 該当なし × ブロック積擁壁には、目地部にずれ（5cm）、モルタル吹付面には、点検対象区間全体にわたって、
開口を伴うクラックが発生。第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 町ノ先線 2 7 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市勝本町仲触 該当なし × モルタル吹付面には、点検対象区間全体にわたって、開口を伴うクラックが発生。モルタル片の剥落
による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 丘中田大久保線 3 8 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町西戸触 該当なし × プレキャストＬ型擁壁には、天端の調整コンクリートに開口を伴うクラックが発生。現時点において
は、第三者被害につながる恐れは比較的低いと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 清東川津線 4 9 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町西戸触 該当なし ○ 混合擁壁は、ブロック積擁壁部、コンクリート擁壁部とも、特に変状等は認められず、第三者被害に
つながる恐れはほどんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 清東川津線 4 10 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町仲触 0102G020 対策不要 × ブロック積擁壁部には開口を伴うクラックが発生。コンクリート片の剥落による第三者被害につなが
る恐れは高いと考えられる。 1 H31 補修 点検 点検 ※災害復旧工事（H30）にて対策済

１級 清東川津線 4 11 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町東触 0102G030 対策不要 ○ 混合擁壁は、ブロック積擁壁部、コンクリート擁壁部とも、特に変状等は認められず、第三者被害に
つながる恐れはほどんどないと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 清東川津線 4 12 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町東触 0102G030 対策不要 ○ 混合擁壁は、ブロック積擁壁部、コンクリート擁壁部とも、特に変状等は認められず、第三者被害に
つながる恐れはほどんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 釘ノ尾塩谷線 5 13 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎釘ノ尾触 該当なし × モルタル吹付面には、開口を伴うクラックが発生。モルタル片剥落による第三者被害につながる恐れ
は比較的高いと考えられる。 1 H31 補修 点検 点検 クラック注入工

１級 釘ノ尾塩谷線 5 14 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎釘ノ尾触 該当なし × モルタル吹付面には、全体にわたって、開口及びずれを伴うクラックが発生。モルタル片剥落による
第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 1 H31 補修 点検 点検 モルタル吹付の再施工

１級 釘ノ尾塩谷線 5 15 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町仲触 0115G010 対策不要 ○ 混合擁壁は、ブロック積擁壁部、コンクリート擁壁部とも、特に変状等は認められず、第三者被害に
つながる恐れはほどんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 釘ノ尾塩谷線 5 16 擁壁工 補強土壁工 長崎県壱岐市勝本町仲触 0115G020 カルテ対応 ○ 補強土壁本体、盛土部及び道路部にも特に変状等は認められず、第三者被害につながる恐れはほどん
どないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 釘ノ尾塩谷線 5 17 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市勝本町仲触 0115G030 対策不要 ○ 混合擁壁は、ブロック積擁壁部、コンクリート擁壁部とも、特に変状等は認められず、第三者被害に
つながる恐れはほどんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 釘ノ尾塩谷線 5 18 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎本村触 該当なし ○ 落石防護柵工は、1本だけ老朽化した支柱（若干の腐食）があるが、ワイヤー及び金網も健全で、十
分な機能を有していると考えられる。第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられる。 4 H31 点検 点検 補修 落石防護柵工

１級 釘ノ尾塩谷線 5 19 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市勝本町東触 該当なし × ボックスカルバート部の頂版には、コンクリート片の剥離が認められる。路面下の水路カルバートで
あるため、第三者被害につながる恐れは低いと考えられるが落盤につながる恐れあり。 3 H31 点検 点検 電気防食、増打ち

１級 釘ノ尾塩谷線 5 20 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎本村触 該当なし ○ プレキャストボックスカルバートは、特に変状等は認められず、第三者被害につながる恐れはほどん
どないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 釘ノ尾塩谷線 5 21 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎江角触 該当なし ○ 現場打ちボックスカルバートは、吐口部付近に土砂堆積が認められるが、他に変状等は認められず、
第三者被害につながる恐れはほどんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 釘ノ尾塩谷線 5 22 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎江角触 該当なし × 特に変状等は認められないが、橋桁部の頂版には、コンクリート片の剥離が認められる。路面下の水
路カルバートであるため、第三者被害につながる恐れは低いが落盤につながる恐れあり。 3 H31 点検 点検 電気防食、増打ち

１級 瀬戸諸津線 12 23 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎諸津触 該当なし × 特に変状等は認められないが、モルタル吹付面には、全体にわたって、開口を伴うクラックが発生。
第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 瀬戸諸津線 12 24 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎諸津触 該当なし × コンクリート擁壁は、特に変状等は認められないが、モルタル吹付面は、全体にわたって、開口及び
浮きを伴うクラックが発生。第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 銀台線 20 25 切土のり面 その他 長崎県壱岐市勝本町布気触 該当なし × 斜面頂部は、ほぼ全延長にわたって、オーバーハング（木根を残す）を呈し、不安定であることか
ら、頂部崩壊、倒木等による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 4 H31 点検 点検 切土工（切直し）

１級 銀台線 20 26 切土のり面 その他 長崎県壱岐市勝本町布気触 該当なし × 斜面頂部は、ほぼ全延長にわたって、オーバーハング（木根を残す）を呈し、不安定であることか
ら、頂部崩壊、倒木等による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 4 H31 点検 点検 切土工（切直し）

１級 黒崎線 21 27 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町里触 0051G010 カルテ対応 × 擁壁1段目には、左端縁端部に開口幅9cmの開口クラック、擁壁2段目にも開口を伴うクラックが発
生。第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 3 H31 点検 補修 点検

道路改良事業にて対策済
（R2）

１級 住吉湯ノ本線 22 28 擁壁工 補強土壁工 長崎県壱岐市勝本町立石南触 該当なし ○ 補強土壁本体には軽微なクラック、天端コンクリートにもクラックが発生。第三者被害につながる恐
れはほとんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 住吉湯ノ本線 22 29 擁壁工 補強土壁工 長崎県壱岐市勝本町立石南触 該当なし ○ 補強土壁本体には、パネルの端部に軽微なクラックが発生。コンクリート擁壁には、特に変状等は認
められない。第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 芦辺浦中央線 30 30 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉大石触 該当なし ○ 左端より9m付近の支柱及び金網に若干の腐食が認められるが、全体的に健全で、十分な機能を有し
ている。第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 芦辺浦中央線 30 31 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉大石触 該当なし × 一部の支柱に腐食、右端端部のワイヤーに若干の緩みが生じている。擁壁部には、開口を伴うクラッ
クが発生しており、、第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 1 R2 補修 点検 点検 落石防護柵補修工

１級 八幡芦辺線 31 32 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町芦辺浦 該当なし ×
防護網工は、ロープ及び金網に腐食が認められるが、第三者被害につながる恐れは低い。しかし、背
面の岩露頭部には亀裂があることから、剥落が発生した場合には、第三者被害につながる恐れはあ
る。

1 R2 補修 点検 点検 落石防護網工

１級 八幡芦辺線 31 33 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町芦辺浦 該当なし ○
防護網は、ロープ等に変状は認められず、緩みもない。谷部から流出した土砂が堆積しており、土砂
が金網から抜け出しているところもあるが、第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられ
る。

1 H31 点検 点検

１級 内海線 32 34 切土のり面 のり枠工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉南触 該当なし ○
アンカー工、法枠工については、遊離石灰が認められたが、特に問題はない。法枠内モルタル吹付に
ついては、クラックが多数認められたが、密着しており、第三者被害につながる恐れはほとんどない
と考えられる。

4 H31 点検 点検

１級 内海線 32 35 切土のり面 のり枠工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉南触 該当なし ○
アンカー工、法枠工については、一部で横枠部にひび割れが認められたが、軽微である。法枠内モル
タル吹付については、クラックが多数認められたが、密着しており、第三者被害につながる恐れはほ
とんどない。

2 H31 点検 点検

１級 内海線 32 36 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉南触 該当なし × 大型ブロック積擁壁には、左端端部上部で小口止めとの目地に開き（2cm）、その周辺部にクラック
が発生。コンクリート片の剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 鶴亀中央線 33 37 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町深江栄触 該当なし ×
防護柵は、支柱の半数近くが老朽化（腐食）しており、金網には破損が発生。ワイヤーには緩みは認
められない。背面について、土砂の堆積は認められない。現時点においては、第三者被害につながる
恐れは低い。

4 H31 点検 補修 点検

１級 深江ニ亦線 34 38 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉ニ亦触 該当なし ×
擁壁1段目には、左端端部の施工継目にずれ（3cm）、開口を伴うクラックが発生。擁壁2段目に
は、開口（開口幅4cm）及び段差が伴うクラックが発生。第三者被害につながる恐れは比較的高いと
考えられる。

2 H31 点検 点検 クラック充填工

１級 深江ニ亦線 34 39 切土のり面 その他 長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀触 該当なし × 空石積には、はらみだし（最大はらみだし0.7m）が発生しており、背面地山の土圧が作用している
ものと推察される。空石積の倒壊による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 4 H31 点検 点検

ブロック積擁壁等による
土留構造物の再構築

１級 山崎線 36 40 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市石田町筒城西触 該当なし × ブロック積擁壁は、目地部（調整コンクリート）に開口を伴うクラックが発生。打音検査では、調整
コンクリートの浮き（濁音）が確認された。第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検

調整コンクリートの除去
及び再打設

１級 筒城七湊線 38 41 切土のり面 その他 長崎県壱岐市石田町筒城東触 該当なし × 斜面には多数の浮石が点在する。浮石は、左端より48m以降は不安定な状態である。落石による第三
者被害につながる恐れは高いと考えられる。 4 H31 点検 点検 浮石除去工

１級 湯岳池田線 47 42 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市石田町池田西触 該当なし ○ 現場打ちボックスカルバートは、頂版部にクラック、左側壁部ににジャンカが認められるが軽微なも
のであることから第三者被害につながる恐れはほどんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

１級 海田線 54 43 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町半城本村触 0003A010 カルテ対応 × モルタル吹付面は、点検対象区間全体にわたって、開口及びずれを伴うクラックが発生。モルタル片
剥落による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 4 H31 点検 点検 補修 吹付工

１級 海田線 54 44 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町半城本村触 0003A010 カルテ対応 × モルタル吹付面は、点検対象区間全体にわたって、クラックが発生。モルタル片剥落による第三者被
害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 3 H31 点検 点検

１級 海田線 54 45 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町庄触 0003G020 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、開口及びずれを伴うクラックが発生。当該コンクリート擁壁は、路面下の擁壁
であるため、第三者被害につながる恐れは低いと考えられる。 2 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 海田線 54 46 カルバート工 カルバート工 長崎県壱岐市郷ノ浦町庄触 該当なし × 橋桁部頂版では、コンクリート片の剥離が認められる。当該カルバートは、路面下の水路カルバート
であるため、第三者被害につながる恐れは低い、変状はかなり進行して落盤につながる恐れあり。 4 H31 点検 点検 補修

新規ボックスカルバートの
設置

１級 井良坂線 58 47 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町渡良南触 0013A010 カルテ対応 × 点検対象区間全体にわたって、開口及びずれを伴うクラックが発生。また、一部、モルタル吹付が完
全に浮いて道路側にせり出している箇所もある。第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 5 H31 点検 補修 点検 増厚吹付工

１級 井良坂線 58 48 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町渡良南触 0013A010 カルテ対応 × 点検対象区間全体にわたって、開口を伴うクラックが発生している。また、モルタル吹付の浮上り
（4cm、7cm）も認められる。第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 5 H31 点検 補修 点検 増厚吹付工

１級 紺屋町線 66 49 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009A010 カルテ対応 × 点検対象区間全体にわたって、開口を伴うクラックが発生。また、モルタル片の浮きも認められた。
第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 5 H31 点検 補修 点検 吹付工

１級 紺屋町線 66 50 切土のり面 プレキャスト法枠 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009A030 カルテ対応 × 法枠天端部において損壊及び継目の開き（4.2cm）、法枠ブロックのずれ（3cm）が認められ、開口
を伴うクラック、目地のずれ（1.2cm）が認められた。第三者被害につながる恐れは比較的高い。 2 H31 点検 補修 点検 吹付工

１級 紺屋町線 66 51 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009A040 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、開口を伴うクラック、目地のずれ、右端端部（側面）に目地の開きが発生。コ
ンクリート片の剥落による第三者被害につながる恐れは低いと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 紺屋町線 66 52 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009A050 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、左端端部（側面）に目地の開き、目地のずれ、開口及びずれを伴うクラックが
発生。コンクリート片の剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 2 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 紺屋町線 66 53 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009G005 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、目地のずれ（8mm）、開口を伴うクラックが発生。コンクリート片の剥落に
よる第三者被害につながる恐れは低いと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 紺屋町線 66 54 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009G010 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、左端端部に目地の開き、目地のずれ、開口及びずれを伴うクラックが発生。コ
ンクリート片の剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 2 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 紺屋町線 66 55 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009G030 カルテ対応 × ブロック積は、開口を伴うクラックが発生。コンクリート片の剥落による第三者被害につながる恐れ
は比較的高いと考えられる。 4 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 紺屋町線 66 56 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 0009G040 カルテ対応 ×
ブロック積は継ぎ目の開き（2.5cm）が発生。また、コンクリート擁壁は継ぎ目のずれ（2.5cm、
1.5cm）が発生。ブロック積の継ぎ目周辺で剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考
えられる。

5 H31 点検 補修 点検 アンカー工

１級 片原中央線 68 57 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町永田触 該当なし × コンクリート擁壁は、目地の開き、開口を伴うクラックが発生。コンクリート片の剥落による第三者
被害につながる恐れは低いと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 片原中央線 68 58 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町永田触 該当なし ×
両法面は、法面全体にわたって開口及びモルタル片の浮きを伴うクラックが発生。なお、打音検査に
おいても、両法面広範囲にわたり、浮き（濁音）が確認された。第三者被害につながる恐れは高いと
考えられる。

5 H31 点検 補修 点検 吹付工

１級 片原中央線 68 59 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町永田触 0001A010 カルテ対応 × モルタル吹付面は、開口を伴うクラックが発生。また、側溝は道路側に傾倒し、側壁が破損してい
る。モルタル片剥落による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 片原中央線 68 60 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町永田触 0001A010 カルテ対応 × モルタル吹付面は、開口を伴うクラックが発生。また、側溝は側壁が破損している。モルタル片剥落
による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 片原中央線 68 61 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町永田触 0001A020 カルテ対応 × モルタル吹付面は、開口及びずれを伴うクラックが発生。また、側溝は側壁が破損している。モルタ
ル片剥落による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

１級 片原中央線 68 62 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町永田触 0001A030 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、開口を伴うクラックが発生。コンクリート片の剥落による第三者被害につなが
る恐れは低いと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 南本線 71 63 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町志原南触 0064A010 カルテ対応 × コンクリート擁壁は、開口を伴うクラックが発生。コンクリート片の剥落による第三者被害につなが
る恐れは低いと考えられる。 2 H31 点検 点検

１級 初山中央線 74 64 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町初山西触 0007G030 カルテ対応 ×
ブロック積擁壁は、特に変状等は認められない。コンクリート擁壁は、開口を伴うクラック、湧水の
しみだしが認められる。コンクリート片の剥落による第三者被害につながる恐れは低いと考えられ
る。

3 H31 点検 点検

２級 加賀城線 208 65 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市勝本町坂本触 該当なし ×
吹付面には、点検対象区間全体にわたって、大きな開口、浮き及びずれを伴うクラックが発生。変状
はかなり進行している。モルタル片剥落による第三者被害につながる恐れはかなり高いと考えられ
る。

1 H31 補修 点検 点検 ロックボルト工、吹付工

２級 中山本線 219 66 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市芦辺町箱崎中山触 該当なし ×
ブロック積は、目地部にコンクリート片の剥離、開口を伴うクラックが発生し、浮きが顕著であっ
た。目地部において、開口を伴うクラックが残っていることから剥落による第三者被害につながる恐
れは比較的高い。

4 H31 点検 点検
目地部（調整コンクリー
ト）
の除去及び再打設

２級 大石湯岳線 237 67 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市芦辺町中野郷東触 該当なし ×
吹付面は、開口を伴うクラック、モルタル吹付法尻部の浮き、モルタル片の剥離跡が発生。また、側
溝には開口、傾倒及びずれが認められる。剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考え
られる。

3 H31 点検 点検 クラック注入工

２級 大石湯岳線 237 68 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市芦辺町中野郷東触 該当なし × モルタル吹付面は、開口を伴うクラック、モルタル片の剥離、モルタル片の浮き、ずれ（7mm）が
発生。モルタル片剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

２級 左京鼻線 240 69 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町諸吉本村触 0021A001 カルテ対応 × 防護柵は、金網は取り除かれ、ワイヤーも全て緩んでおり、機能を有していない。なお、全支柱に腐
食、破断が認められ、擁壁には、クラックが発生。第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 4 H31 点検 点検

支柱、ワイヤーの撤去、コ
ンクリート擁壁のクラック
注入工

２級 住吉山信線 244 70 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町住吉山信触 0031A001 要対策 ○ 落石防護柵工は、支柱、ワイヤー及び金網いずれも健全で、緩み等もなく、十分な機能を有してい
る。鋼材の落下等により第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられる。 4 H31 点検 点検

２級 住吉山信線 244 71 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市芦辺町住吉山信触 該当なし × 防護柵は、健全で緩み等もない。しかし、金網の腐食、背面斜面から流出した土砂堆積（H=0.7m）
が認められ、背面斜面には崩壊跡が存在する。第三者被害につながる恐れは低い。 4 H31 点検 点検 背面堆積土砂の除去工

２級 半城里線 248 72 切土のり面 その他 長崎県壱岐市郷ノ浦町大浦触 0055A010 要対策 ×
斜面は節理が発達している岩露頭部であり、不安定な浮石が点在している。また、岩塊が楔状に崩落
した跡が点在しており、岩露頭部からの落石の可能性が高い。第三者被害につながる恐れは高いと考
えられる。

3 H31 点検 点検 覆式落石防護網工

２級 半城里線 248 73 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市郷ノ浦町大浦触 0055A020 要対策 × 防護柵は、腐食が進み、破損している。金網は、破損が4箇所認められる。背面に土砂堆積が顕著で
ある。擁壁にクラックが発生していることから、第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 5 H31 点検 補修 点検 落石防護柵工

２級 刈田院線 253 74 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町長峰本村触 0053A020 カルテ対応 × モルタル吹付は、開口を伴うクラックが発生。打音検査では、多少の浮き（濁音）が確認された。モ
ルタル片剥落による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 2 H31 点検 点検 クラック注入工

２級 住吉長峰線 254 75 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市芦辺町住吉前触 0008A011 要対策 × 擁壁は、顕著な開口を伴うクラックが発生。背面は、頂部にオーバーハングが認められ、不安定な状
態である。第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 4 H31 点検 点検

クラック注入工、
落石防護柵工

２級 住吉長峰線 254 76 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市芦辺町住吉前触 0008G001 要対策 × ブロック積擁壁は、目地の開き、開口及びずれを伴うクラックが発生。調整コンクリートの顕著な浮
きが認められた。第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 4 H31 点検 補修 点検 クラック注入工

２級 住吉長峰線 254 77 擁壁工 ブロック積擁壁工 長崎県壱岐市芦辺町住吉前触 0008G011 要対策 × ブロック積は、継ぎ目の開き、開口を伴うクラックが発生。それらの変状は、ずれ（2.5cm）も伴っ
ているが、第三者被害につながる恐れは低いと考えられる。 4 H31 点検 補修 点検

ブロック積擁壁、
補強土壁工による再施工

２級 平地原線 265 78 切土のり面 その他 長崎県壱岐市石田町石田西触 7056A001 要対策 × 斜面には、崩壊跡があり、頂部には不安定なオーバーハングが存在する。オーバーハング部の崩壊、
崩壊跡からの土砂流出により第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 1 H31 補修 点検 点検 吹付工

２級 平地原線 265 79 切土のり面 その他 長崎県壱岐市石田町石田西触 該当なし × 斜面は、亀裂が多く、不安定な浮石を含む崩壊跡及び露頭部が認められる。また、不安定な浮石が点
在する。斜面からの落石により第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 1 H31 補修 点検 点検 吹付工

２級 井鯉坂線 268 80 切土のり面 その他 長崎県壱岐市石田町石田西触 7054A001 カルテ対応 × 斜面は、風化した岩の露頭部である。局所的に強風化した箇所、落石（φ0.2m）が認められるが、
斜面からの落石により第三者被害につながる恐れは低いと考えられる。 1 R2 補修 点検 点検 吹付工

２級 井鯉坂線 268 81 切土のり面 その他 長崎県壱岐市石田町池田仲触 該当なし ×
軟質化した塊状の岩露頭部で、一部不安定な浮石が認められる。右側斜面は、割れ目の多い岩露頭部
で、不安定な浮石（φ0.3m）が確認された。落石による第三者被害につながる恐れは高いと考えら
れる。

1 R2 補修 点検 点検 吹付工

２級 久喜初瀬線 271 82 落石防護工 落石防護柵工 長崎県壱岐市石田町池田仲触 該当なし ○ 落石防護柵工は、支柱、ワイヤー及び金網いずれも健全で、緩み等もなく、十分な機能を有してい
る。鋼材の落下等により第三者被害につながる恐れはほとんどないと考えられる。 1 H31 点検 点検

２級 鮒川線 294 83 擁壁工 コンクリート擁壁工 長崎県壱岐市郷ノ浦町片原触 該当なし × コンクリート擁壁は、点検対象区間全体にわたり、開口及びずれを伴うクラックが発生。コンクリー
ト片の剥落による第三者被害につながる恐れは高いと考えられる。 2 H31 点検 点検 クラック注入工

２級 本村元居線 297 84 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 該当なし × 吹付面は、クラック、目地部にモルタル片の浮きが認められた。モルタル片剥落による第三者被害に
つながる恐れは比較的高いと考えられる。 3 H31 点検 点検

２級 本村元居線 297 85 切土のり面 吹付工 長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 該当なし × モルタル吹付面は、開口及びずれを伴うクラック、モルタル片の剥離が認められる。モルタル片剥落
による第三者被害につながる恐れは比較的高いと考えられる。 3 H31 点検 点検 クラック注入工

２級 片原梅津線 299 86 切土のり面 その他 長崎県壱岐市郷ノ浦町坪触 該当なし × 斜面は、不安定な浮石、斜面上部に崩壊跡、開口亀裂を伴う岩露頭部が認められる。落石による第三
者被害につながる恐れは高いと考えられる。 5 R2 点検 補修 点検 覆式落石防護網工

他 紺屋町亀丘１号線 1668 87 切土のり面 その他 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触 該当なし × 斜面は、開口亀裂を伴う岩露頭部、不安定な浮石が認められる。落石による第三者被害につながる恐
れは比較的高いと考えられる。 4 H31 点検 点検 浮石除去工
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268_井鯉坂線_80

269_井鯉坂線_81

271_久喜初瀬線_8271_南本線_63

74_初山中央線_64

299_片原梅津線_86

254_住吉長峰線_77

254_住吉長峰線_76

254_住吉長峰線_75

248_半城里線_73

248_半城里線_72

54_海田線_43,44

54_海田線_45,4658_井良坂線_47,48

66_紺屋町線_49,53
66_紺屋町線_54

66_紺屋町線_55

66_紺屋町線_52

66_紺屋町線_50

66_紺屋町線_51
68_片原中央線_62

68_片原中央線_57

68_片原中央線_61

68_片原中央線_58,59,60

294_鮒川線_83

297_本村元居線_84,85

1668_紺屋町亀丘１号線_87
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